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こ
ま
い
か

北
悶
街
道
沿
い
、
上
常
凹
の
あ
る
旧
新
し
く
塗
る
と
き
は
、
ま
ず
木
舞
掻
き

家
、
て
、
上
蔵
の
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
ら
始
め
ま
す
。
竹
木
舞
と
い

っ
て、

昔
な
が
ら
の
や
り
方
で
、

一
人

黙

々

と

半

分

に

割

っ
た
竹
を
縄
で
絡
め
て
肢
の

壁
を
塗
る
水
野
さ
ん
。
土
蔵
で
は
最
も
下
地
に
。
そ
こ
へ
荒
壁
土
(
粘
性
の
強

難
し
い
と
い
わ
れ
る
よ
お
枠
」
の
作
業
で
い
粘
土
)
を
一
一1
一一
一問
、
昨
く
塗
っ
て

す
。
「
ひ
と
口
仁
左
官
と
い
っ
て
も
、
工
乾
か
し
ま
す
。
更
に
中
塗
り
土
守
二
回

ク
タ

粍
は
う
ん

t
あ
る
ん
で
す
」
と
、

日
焼

σら
い
、
最
後
に
白
設
り
(
石
灰
、
五
、

け
し
た
顔
に
汗
が
ほ
と
ば
し
り
ま
す
。

粉
末
の
り
と
水
ぞ
混
ぜ
た
も
の
を
塗
る
)

J
注
目
」

t
は
、
壁
を
捨
る
職
人
の
を
行
っ
て
仕
上
が
り
で
す
。

こ
と
そ
い
い
ま
す
。
十
.蔵
な

E
の
壁
を
ぷ
野
さ
ん
い
わ
く
「
上
壁
は
雨
に
当

こ
て

』

F

水
野
さ
ん
愛
用
の
.動
の
州
都
々

-水野武雄さん
(59歳・ 下房山)

た
ら
ず
、
湿
気
に
さ
え
注
意
す
れ
ば
百

年
は
持
つ
」
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
は
「
紘
」

を
き
れ
い
に
し
て
お
く
の
が

い
ち
ば
ん

t
の
、
ア
と
。

人
つ
は
七
蔵
の
墜
を
塗
る
の
は
年
に

一
・

一
-軒
と
い
う
水
野
さ
ん
。
し
か
し

「何

度
塗
っ
て
も
、
北
口
の
左
{
口
技
術
は
す
ご

い

t
思
う
ね
」
と
諮
っ
て
く
れ
・ま
し
た
。

⑩
一
官
。Q
一

生
リ
一
左

J

伊国一
持帆一
ド広一
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、l/
六
月

一
日
付
け
「
広
報
」

a
F
h一
に
よ
る
と
、
病
院
問
題
に

(

つ
い
て
、
「
面
立
長
野
病

院
(
上
山
田
町
)
を
国
立
東
信
病
院

に
統
合
す
る
』
こ
と
で
合
意
が
成
立

し
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
動
き
に
つ
い
て
具
体
的
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

上
川
市
.以
政
協
議
会
(
山

.卜
夫
町
会
長

・
十
二
人
)

で
は
、
統
A
N
病
院
に
料
品
備

す
ぺ
き
医
凶
問
機
能
な
ど
に
つ
い
て
協

議
結
果
ぞ
ま

t
め
、
去
る
六
月
て
卜

.
円
、
中
間
報
ι
白
書
を
水
野
市
長
に

拠
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
山
、
て
は
報
行
内
{
谷

の

%
引
を
日
析
し
、
リ
ド
述
咋
生
行
に

要
前
し
ま
し
た
。

阿
川
療
協
議
会
は
、
昨
年
卜
.
川
売

り
必
以
米
、

医
療
川
題
研
究
委
礼
会
部

内
を
峠
に
、
「
し
仁
川
山
の
医
療
問
題

4 

の
所
介
忙
な
ら
び
に
そ
の
解
決
策
L

に

つ
い
て
、
全
般
的
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

t
り
わ
け
本
年
度
は
、
統
合
問
題

が
動
き
胎
め
る
小
、
で
、
「
統
介
病
院

に
何
一在
中
小
め
る
か
、
統
介
に
よ
り

k

山
山
の
医
療
問
題
の
何
を
解
決
す
る

の
か
」
に
つ
い
て
、
的
-M的
な
協
議

そ
し
て
き
た
も
の
で
す
。

地
域
の
中
核
医
療
機
関
に

知
行
、
て
は
、
統
合
糾
院
を
こ
の
地

以
の
小
核

t
な
る
同
出
機
附

t
し
て

伏
山
付
け
、
.
般
向
械
を
行
う
総
介

病
院
・
と
し
て
以
川
で
は
川
泌
で
き
な

い
外
崎
同
保
守
始
め
、
九
州
齢
化
社
会

の
進
行
で
明
大
す
る
ご
.大
成
人
病
の

う
ち
、
が
ん
お
よ
び
心
臓
挟
忠
に

つ

い
て
は
、
い
円
同
度
高
知
医
旅
織
協
の
導

入
に
よ
り
第
一二
次
限
鋭
機
能
念
持
た

せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、

こ
の
地
域
の
政
急
限
械
の
中
心
と
し

て
、
民
間
医
療
機
関
で
収
作
し
き
れ

な
い
忠
行
の
完
全
受
け
入
れ
を
阿
る

t
tも
仁
、

ご
.
次
牧
内
一
心
忠
弘
れ
仁
も
対

応
で
き
る
機
能
、
態
勢
を
終
備
す
る

t
Lて
い
ま
す
。

さ
ら
に
部
作
で
は
、
①
問
点
期

Mm

，‘.ヲ

僚
の
強
化
、

②

日
時
外
科

・
皮
版
科

の
新
設
、

③
大
災
情一
日
発
午
.
時
の
間
療

「
陥
能
力
の
雌
保
、
@
行
椛
叫
い
師
夫
向

山
制
院

t
し
て
の
機
能
拡
充
、
医
療
セ

ン
タ
ー
ぷ
山

t
民
間
医
鋭
機
関
と
の

統
合
病
院
で
中
間
報
告
医
療
協
議
会

統合病院に何を整備するのか、など精力的に協議を進

めてきた上田市医療協競会(写真は昨年11月)

[2] 

よ
り
よ
い
紙
面
作
り
を

広
報
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る
/
16 7. 

平
成
五
年
度
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
(
卜

五
人
)
が

こ
の
ほ
ど
決
ま
り
、
六
月

-
卜
八
日
仰
に
第

↑
川
広
報
モ
ニ
タ

ー
会
議
全
聞
き
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー

の
符
さ
ん
に
は
、
山
氏
参
加
の
紙
耐

作
り
の
.
端
を
拘

っ
て

い
た
だ
き
ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
は
次
の
と
お
り
(
倣

称
略

・
-h.ト
白
川
服
)

マ
和
以
潤
.
{
ト
.
右
側
叫
)

マ
行
的

知
打
開
W

{

同
協
}
マ
大
久
保
持
出

{
L八

階
)
マ
大
以
hm
m
h
H
M
(
野
竹
)
マ
全
井

市
美
(
新
川
)
マ
河
合
品
川
(
大
手

町
)
マ
小
坂
裕
比
チ
(
新
川
)
マ
小

一陥
川
久
美
チ
(
五
加
)
マ
佐
藤
ひ
と

み
(
大
子
町
)
マ
佐
野
敦
子
(
林
之

郷
)

マ
竹
内
千
枝
子
(
神
畑
)

マ
竹

内
正
光
(
分
去
)
マ
照
井
た
か
(
諏

訪
形
)

マ
三
浦
英
推

(
k塩
川
)

マ

山

F
し
ず
江
(
緑
が
丘
北
)

!1;報うえだ5.

長野大学・林 武さんによる講演rモニ
ターの基礎知般」も行われた



述
併
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
.
頃
日
の
実
引
の
た
め

に
は
、
病
院
建
物
の
全
両
改
築
主
必

要
と
な
る
病
床
、
診
療
科
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
噌
員
、
断
哨
床
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

整
備
計
画
の
策
定
を
要
請

こ
れ
に
付
し
川
か
ら
は
、
「
地
え

の
考
え
は
惇
抗
し
て
訂
州
を
般
討
し

た
い
。
こ
の
計
州
は
、
山
崎
止
す
る
長

肝
病
院
の
後
医
療
に
つ
い
て
の
結
論

に
併
せ
て
発
去
し
た
い
」

t
の
川
符

が
あ
り
ま
し
た
。

市

t
し
で
は
、
引
き
続
き
川
に
付

し
て
什
州
の
京
屯
を
急
向
、
ょ
う
働
き

か
け
る
と
と
も
に
、
後
川
城
、
て
の
.

H
も
い
い
合
立
を
日
折
し
て
ト
よ
る
h

ハ

川
a

・l
て
日
に
は
、
川
、

川
市
お
よ
び

地
元
関
係
市
町
村
に
よ
る
代
表
打
会

議
念
行
い
ま
し
た
。

マ
医
療
担
当
(
内
線
1
3
8
0
)

市
で
は
、
こ
の
報
行
を
交
け
て
、

早
速，

u
m析
と
折
衝
し
、
上
川
山
の

要
明
を
で
き
る
限
り
満
た
し
た
統
令

病
院
施
設
鞍
備
計
州
の
策
定
を
急
十

ょ
う
安
川
し
ま
し
た
。

市の動き
1日 市民と市民の11/1ソl、防犯協会連合会
発足式(小央公民館)

3日 全岡市長会(-4 11、東京)
4日 水j草創設70lM年記念講演会(文化会館、

合I~局llJ さんで「'JR の/l'<iliJ=写真下=)

7日 6 J=l定例Jli

議会招集 (-23

11 ) 

8日 上回収城ノf

イパス建設促進

期成同盟会(丹

青軒)

11日 青木村及び

1: 1上|司jJI_(イ{H~'I;長

組合議会距UI II.~!会

(青木村役助)

13日 海野市フェア (if，t聖子仰jイベント広場)
14日 6月定例dj ".li会・般質問 (-16日)
16日 浅間テクノポリスiflf進協議会(東急、イ
ン)

21日 上川市育英会開・Jc会、評議員会/上111
地区納税Hi:都品1I.{'i'迎合会定期総会 u・'.ITIild~ 
泉)

22日 浦泉財点iえl臨時会(川I'liJz.所)
24日 上ffIわっしょい'_k;行委u会(上田市仁
会議所)/部部解欣事品会/先端議維化学

技術教育機関総会(1・JII1M工会議所)/県

道知l所九子線改良促進JtJj'Jxlii]照会(塩問位
協会館)

25日 _I'.m依H-I径:d!紡道路'&設JVl，Jl(:同盟会(さ
さや)/青少"j'oHi]組協J品会(大子Iwr会館)
28日 広報モニ ター会

=2ページに紹介=

/兵問町ほか-iti

.町共有財産組合

議会(真m町)/
桜づつみ植栽(下

町ili.= 3ページ下
に紹介=)

29日 木山国有林市

川懇談会(J-.ffI印l

造館)

国
立
東
信
病
院

上
小
(
整
備
促
進
委
)
で
も
陳
情

六
川
-
・
卜
八
日
、
卜
ぃ
小
地
峡
の
り
什

市
町
村
な
E
て
附
成
す
る
川
J
・点いい

病
院
終
備
促
進
委
礼
会
で
は
、
統
へ
H

HUM-c
'
N
η
1
t
・ih--
リ
+
f

、
-
d

リ入.、，，、

岨
可
肝
机
ド

t
l
M
片、
f

J

、，h
ド

t

t

J
H
"
川ノ，
A'』

の
山
山
内
守
川
N

て、

山
川
に
川
阿
川
し
ま
し

ト
九
y

そ
の
出
で
刊
か
・
し
「
統
へ
川
に
中
ー
た

り
、
山
也
・
・
し
ろ

s
u
t・K
M引
L
U
-
会

j

J
〈

J
ト
l

J

j

(

j

f

N
療
に
付
し
て
しし
小
池
む
の
い
プ
ぞ

う
の
ご
協
力
ぞ
い
た
だ
き
た
い
」

t

の
川
時
は
け
が
あ
り
ま
し
た
。

恐
い
の
場
、
桜
の
名
所
に

F
桁
怖
い
川
の
千
山
川
堤
防
を
桜
づ
っ

み
に
格
的
し
よ
う
と
六
月
・

一l
八
日
、

市
や
千
山
川
工
事
事
務
所
、
地
元
関

係
者
な
ど
五
十
人
が
参
加
し
て
桜
な

ど
六
本
の
帆
捌
を

行

・

1

い
ま
し
た
。
こ
の
が

業
は
川
・
.
卜
.. 灯、

民
さ

-K
行
い
川
の
弘
防

に
桜
や
ツ
ツ
ジ
な
ど

千
問
百
本
余
を
揃
え

る
ほ
か
、
遊
歩
道
や

ホ
タ
ル
水
路
も
格
備

し
ま
す
。
今
年
山
中

に
完
成

Jr定。

司

午

一日
一
元
一

正

長
一
的
ふ

U
一
am
的

建
一
月

午

型

r
市長室
(市役所3階)

16 7. 広範うえだ5.[3] 



-高齢者福祉課(内線1624)

福祉医療費助成します

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
福
祉
医
療
費

手続きはこのように/

福
祉
医
療
費
と
は
3;・

ど
の
よ
う
な
も
の
，

福
祉
医
療
費
と
は
、
老
人
、
乳
幼

児
、
市
一度
心
身
障
害
者
、
吋
子

・
父

子
家
庭
の
健
康
を
守
り
、
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

病
院
な
ど
で
受
診
さ
れ
た
場
令
に
、

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
分
が
助

成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
助
成
を
受
け
る

に
は
、
認
定
申
請
を
し
て
受
給
資
稿

者
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

医
療
保
険
給
付
の
対
象
外
の
も
の

(
入
院
の
際
の
差
額
ベ
ッ
ド
料
、
暖

房
費
、
電
気
代
、
薬
容
器
代
、
お
む

つ
代
、
診
断
書
代
な
ど
)

マ
対
象
に
な
ら
な
い
人

①
上
田
市
に
住
所
の
な

い
人
②
各

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

A

二
「
助
成
」
の
種
類
と
3

圃

;・

=
対
象
に
な
る
人
は
，

縞
祉
医
療
費
の
助
成
の
種
類
お
よ

び
受
給
対
象
者
、
資
格
認
定
の
申
請

手
続
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
H

三
歳
未

満
児
(
所
得
制
限
あ
り
)

②
独
り
暮
ら
し
老
人
医
療
費
の
助
成

l
六
十
五
蹴
以
上
七
十
歳
未
満
の
お

年
寄
り
(
所
得
制
限
あ
り
)

i
・
4
也市一々
⑤川

/
昼
脅
て

⑮
位
向
得
老
人
医
療
費
の
助
成
リ
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
(
所
得
制

限
あ
り
)

④
ね
た
き
り
老
人
医
療
費
の
助
成

1

六
十
五
歳
以
上
で
、
重
度
心
身
障
害

者
の
受
給
資
格
者
証
を
交
付
さ
れ
て

い
る
人

-
①

i
④
の
問
い
合
わ
せ

高
齢
者

福
祉
課
(
内
線

1
6
2
4
)

⑤
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助
成

H
陣
害
の
程
度
等
に
よ
り

一
万
円
の

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

-
⑤
の
問
い
合
わ
せ

厚
生
制
作
(
内

線
1
6
0
6
)

⑥
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
限
療
費
の

助
成
H

所
得
制
限
あ
り

-
⑥
の
問
い
合
わ
せ

児

蛍
保
育
諜

{
内
線
1
6
3
6
)

医
療
費
支
給
申
請
3;・

手
続
き
の
方
法
は
r

受
給
資
格
者
説
の
交
付
合
受
け
た

人
は
、
給
付
令
支
給
巾
前
容
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
病
院
な
ど
で
受

診
し
た
翌
日
に
高
齢
者
制
祉
課
仁
提

山
し
て
く
だ
さ
い
。
(
ね
た
き
り
老
人

医
練
費
の
巾
請
は
一二
か
月
に
.
問
)

な
お
助
成
額
は
、
は
か
か
ら
支
給
さ

れ
る
高
額
療
養
費
付
加
給
付
舗
な
E

を
惑
い
し
引
い
た
傾
と
な
り
ま
す
。

マ
申
請
に
必
要
な
も
の

①
受
給
資
格
者
証
②
印
鑑
③
保
険

証
@
預
金
通
帳
(
郵
便
貯
金
通
帳
は

除
く
)
⑤
診
療
報
酬
点
数
証
明
書
ま

た
は
診
療
内
容
が
わ
か
る
領
収
持
(
上

出
市
岡
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に

加
入
し
て

い
る
人
)
⑥
保
険
者
か
ら

発
行
さ
れ
る
高
知
療
養
費
決
定
通
知

書
、
付
加
給
付
金
支
払
い
通
知
書
な

ど
給
付
さ
れ
た
箱
が
確
認
で
き
る
通

知
書
⑦

「
ね
た
き
り
老
人
」
の
資
格

者
は
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

[4] 16 7. 広報うえだ5.



• 

仮
1

成
尺
年

(
.
i
h
ハ
川
)
の

を
み
る
と
、
死
亡
折
は
昨
年
よ
り
大
幅

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
梅
雨
に
入
っ

か
ら
榊
加
に
転
じ
て
い
る
状
況
で
す
。
特

一
辿
出
別
行
と
い
わ
れ
る
お
年
寄
り
の
悲
惨
な

が
相
次
い
.
で
発
ん
し
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も

の
縦
断
・
中
に
定
引
し
た
も
の
で
す
。
使
間

の
ラ
イ
ト
で
歩
行
将
側
か
ら
は
山
下
の
伏
山
が

H
で
わ
か
り
ま
す
が
、
逆
転
者
か
ら
は
見
え

く
く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
述
い
旧
作
も
柿
断
少
行
打
が
い

t
い
う
山
川
弛
で
、
安
全
巡
転
を
心
が
け
る
二

は
吋
然
、で
す
。
そ
し
て
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
も

「
信
号
は
必
ず
守
る
」
「
縦
断
歩
道
を
被
る
」
「
以

射
村
な
ど

U
立
つ
も
の
を
身
に
勺
け
る
」
な
ど

仁
よ
り
、

-H分
の
位
躍
を
円
十
〈
知
ら
せ
る

こ
と

で
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぃ父リ辿
山け
政
を
防
内
¥
作
付
M

初
来
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

逆
転
者
は
歩
行
者
へ
の
、
歩
行
者
は
運
転
者
へ

の
思
い
や
り
こ
そ
が
、
事
政
防
止
の
近
道
で
は

な
、
¥
で
し
ょ
う
か
。

交通安全の原点は家庭です

安全運転実妓、熱心に受講
春の交通安全運動期間中に、上田市交通
安全協会婦人部ヤングドライパークラブ(60
人)が、交通安全実技スクールを実施しま

した。 (真田自動車教習所で)

昨年発生した交通事故は、その 7割以上が
市民によって起こされているのが実情です。
これは見方を変えると、国道に限らず「自宅
の裏道も常に危険と背中合わせJ という こと
になります。

このため、今年は「交通安全は家庭からJ
という原点、に戻って、主婦のかたから家族に
ひと声かけていただくよう「家庭の安全運転
管理者J制度を採り入れているところです。
ドライパーの皆§んも、ぜひこの趣旨を理
解され、心にゆとりを持った思いやりのある
運転を心儲けてください。

合
、~ ，þ

上回警察署

山本近夫署長

16 7. 広報うえだ5.[5] 



お祭り広場案内図

し午後4:30-8:30
り午後7:00-8:30
(小雨決行)

ぜ一-ー"今一方通行解除~歩行者道路
(交通規制道路)

-駐車湯のご案内

Pの印があるところ

は上回わっしょい実行

委員会て用意した駐車

織ですのてニ利用くた

さい

付近の道銘は駐草書長

止になっていますてき

るたけハス ・従事をこ

利用〈ださい

③ー中

コ上|河童誤認止 ![コ亡ヨ
「器

〔問い合わせ 観光課(内線imJ ー】

九
(む

…

か
わ
い
が
っ
て
ね
/

一

同
一
「
・
骨
組

W
枇
b
蜘
く
ん
」
で
す

…
が
=
 

川
川

V
七
月
二
十
六
日
間
l
周
三
十

一
日
出
ま
で
上
山

ァ

コ

田
商
工
会
議
所
ロ
ビ
ー
で
販
売
し
ま
す
。

日

5

h

M

V

七
月
三
十
一
日
凶
は
、

J
R
よ
因
駅
前
で
も
一

却

炉

販

売

を

行

い

ま

す

。

♂

定

年

♂
ラ
一
四

州
人
雲
母
比
で
ブ
f
l

一

一
概
料
棒
時
三

上

3
4
44
咽

1
4将
H
d
a
a
a
h

一一一商工会議所前(岱⑫5810)

本部は、上田商工会議所前に設けます。緊急の迎給、

けが、急病人、迷子などはご連給ください。・4砂4惨
・パス・電車時刻表(7月31日)

本

※電車は臨時のみ

会社名 西武前発 行先 ~IJ所温泉発 下之銀1発 上回渚

21 : 00 傍陽 電 18: 14 18: 30 
上回交通 準

/'¥ 21 : 10 赤坂 ( 19: 17 19 : 33 19 : 49 
上

21 : 00 青木 国 22: 13 22: 28 
交

21 : 30 /1 
通別 上回発 下之話事清

千曲パス
ス 21 : 00 雪E 賀 所十 21 : 13 21 : 31 

非泉
21 : 00 中吉田

) 

21 : 51 22 : 07 

川中島パス 21 : 00 下半過 22: 35 22 : 50 



I1 IL 

円1

パス停移動
午後6:30以後駅前

バス停がここ

へ移動

市役所
やぐら下駐車場

⑦ じ
古舟織へ

臨時タクシー乗り場

(J R上田駅南口)
~二E圃

市
民
体
育
鰭

@ 

r卜'，111わっしょ いJ 当円は、午後4時から 911寺30分

まで、お祭り広場(歩行者則道路)へ阜の乗り入れがで

きません。周辺道路も交通が規制されます。係員の指

示に従ってくださ t、。ただし、時匠111]'-J R上田駅ー

卜1円py:[cは、 午後611寺30分まで車の釆り入れができま

午後4時30分........8時30分

午後 411寺30分、お祭り広場は歩行者道路になって、

各所から 「みこし」がかつぎn'Jされます。「みこし」の
11キ11-¥1と場所は次のとおりです。

す。

・バス停は午後6時30分から上回西武前へ
午後61昨30分から、お祭り広場の中のパス停は使え

なくなります。JR上川駅前の停留所は、午後6時30
分かι卜'，I:U西武前へ移ります。パスの述行も変わりま
すので¥案内閃をご覧ください。お祭りが終わると、

上1:11阿武riijから|臨時パスがLI.'Jます。

・タクシー乗り場も移動します

J R 1'，‘FR駅北nにあるタクシー乗り場も、駅南円へ
移動します。交通規制解除の午後911寺からは、J RJ二
111駅前へl足ります。

b午後4時30分........6時30分=原町、海野IIIJ、大門町、

松尾町、大手IJlTj盛り

b午後7時........8時30分=大手IlIf通り

後 7時........8時30分りE南
ノIイ表711寺に r_L:H 1わっしょ t'Jの踊りが始まります。

J R I-，m駅前ロータリ ーでと1-:演奏が行われ、お祭り広
場に流れます。中間に 5分ほどの休憩ぞはさみます。

午後4時........9時30分

16 

-臨時パス・電車か出ます

7. 広報うえだ5.
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幽働晶歯幽

R 明
‘. 

部
落
差
別
を
な
く
す

大
行
動
8
月
四
日
に

情報

••• 
川
和
問
題
へ
の
-Ir.し
い
瑚
郁
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ネ
別
の
な

い
明
る
く
往
み
よ
い
卜
川
市
を
つ
く

る
た
め
、
お
お
ぜ
い
で
ご
参
加
く
だ

.、

。

、
;
t、
}。

7

1
l

i
'
b
l・--

品
色
，
、

吋

IJ
J
L
R常
寸

マ
と
き

8
川
同
日
附
午
後
1
昨
-

m分
マ

と

こ

ろ

巾

以

会

館

マ

記
念
講
演

児
童
文
学
作
家

・
松
谷

松谷みよ子さん

兜濫文学作家、松

谷みよ子民話研究

室主宰。大正15年
東京生まれ。昭和
初年戦災を受l才良
野県に疎開。子ど

もの感性をとらえ
た文体 ・絵i立総谷
民話の也界夜開く。

「竜の子太郎Jr小

さいモモちゃん』

lまか著書E多銭。

ア
ル
プ
ス
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

信
州
博
幻

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
/
-

8
月
7
自
由
は
「
上
田
市
の
日
」

フ
月
げ
日

V
9月
初
日

み
よ
子
さ
ん
M
M
写
真
U

に
よ
る
「
爪

樹

t
ゅ
う
子
の
物
話

1

『あ
の
快
か

ら
の
火

圃
仁
よ
せ
て

1
」

マ

そ
の

他

山
内
大
行
進
は
午
後
3
時
開
分

か

ら

マ

問

い

合
わ
せ

同
和
対
策

課
(
内
線
1
6
4
2
)

H

ぼ
け
u
で
心
配
の
方

8
月
3
日
に
相
談
会

---
J
M近
特
に
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
」
二

日
中
食
べ
て
ば
か
り
い

る
」
な
ど
、
お
年
五
り
の
ぼ
け
に
つ

い
て
心
配
の
か
た
は
小
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
制
品
川
川
料
。

マ
と
き

8
H
3
H
ω
午
山
叩
時

i
午
後

3
時

マ
と
こ
ろ

い
品
齢
者

一制
社
セ
ン
タ
ー
(
常
斡
城

3
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
両
隣
)

マ
相
談
担

当

川
江
小
指
縦
長
所

・
刷
内
的

f

さ
ん

マ
申
し
込
み

r約
制
(
先

着

5
人
)
で
す
の
で
、

7
H
初
日
山
田

ま
で
に
尚
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

(宮

@
4
1
1
9
)

へ
屯
訴
で
巾
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

「
盟
か
な
心
の
交
遊
と
制
造
」
を
テ

i
マ
に
信
州
博
明

が、

7
月
日
日
出
松
森
平
広
域
公
園
緑
地
で
閉
幕
し
ま
す

上
回

・
小
県
地
区
で
は
、
上
小
広
域
館
「
ハ

1
卜
・

ミ
ユ

|
ジ
ア
ム
」
を
出
展
し
、
上
小
の
魅
力
を
広
く
P
R
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、

8
月
7
日
出
の
「
上
田
市
の
日
」
に

は
真
田
武
者
行
列
を
は
じ
め
、
さ
ま
tc
ま
な
催
し
を
展
開

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
い
か
が
っ
・

「
薬
草
に
親
し
む
会
」

••• 
マ
と
き

u
o
H
8
N
川
午
前
同
時

初
分

1
午
後

3
時

マ
と
こ
ろ

真

川
町
大
字

l
之
原
(
県
背
平
薬
草
栽

栴

試

験

地

)

マ

参
加
費

無
料

マ
そ
の
他

此
般
会
場
へ
山
家
川
市

な
ど
で
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
件.食、

市
記
川
見
の
持
参
を
。

マ
内
容

講
話

「身
近
な
薬
草
と
利
川
法
」
、
野

生
薬
草
の
硯
療
全
な
ど

マ
問
い
合

わ
せ

上
刊
薬
剤
師
会
(
宮
@
6
1

3
0
)
、
上
川
保
健
所
(
包
@
1
2
6

0
)
、
山
内
の
作
集
川

一案内国一

/
凶自

ん
物
叶

ウ
エ
ダ
・
ピ
ア
幻
に

出
展
し
て
く
だ
さ
い

••• 
k
m
市
、
上
山
商
工
会
議
所
、
ハド附

越
郵
政
町
、
市
内
郵
便
川
の
共
俄
に

よ
り
次
の
と
お
り
附
き
ま
す
。
数
多

く
の
怯
れ
た
仁
業
製
品
な
ど
の
山
品

会
お
刷
い
し
ま
す
。

マ
と
き

mnMM日
制

1
口
日
間

ま
で
の

3
日
間

マ
と
こ
ろ

市
民

体
行
断
(
し
仁
川
城
跡
公
凶
内
)

マ

出
展
資
格

趣
行
に
伐
川
す
る
前
川
、

仁
場

・
れ
業
所
を
も
っ
企
業

・
同
体

マ
出
品
申
込

8
月

6
n
働
ま
で

に
上
川
商
工
会
議
所
業
務
説

「
ウ
エ

ダ

・
ピ
ア
幻
」
(
宮
@
J
5
0
0
)
へ

[8] 16 7. 

女性会識は市民の自主的な集まりで、家庭 ・車提唱 ・地媛で
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-扇風機は使用前に必す自

己点検を/
羽根の回転やモーター部

の勲、ニオイ、音などに異

常があったら、次のチェッ

クを。プラグが被けていな

いカ¥タイマーツマミが「切J

になっていないか、万一ド

が変形していないか、など。

「
緑
の
写
真
パ
ネ
ル
展
」

で

展

示

す

る

作

品

••• 
市
で
は
、
緑
の
写
真
バ

、不
ル
展
に

あ
わ
せ
、
次
に
よ
り
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
作
品
は

ω月
の
「
都
市
紘
化

月
間
」
中
展
示
し
ま
す
。

マ
題
材
生
け
茄
.
の
あ
る
風
味
ま

た
は
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
マ
規
格

問
つ
切
り
(
カ
ラ

l
、
モ
ノ
ク
ロ
)

マ
応
募
期
限

7
月
初
円
閃
か
ら
9

月

初

日

附

ま

で

マ

提

出

先

都

市

計
両
端
(
内
線

1
5
2
5
)

マ
そ

の
他

①
応
説
者
全
員
に
記
念
品
を

附
り
ま
す
。
②
作
品
は
凶
示
後
お
返

• 
上岡市職員を募集します
~一般事務・保母・土木技術~

市
で
は
、
米
飢
・
・
山
保
川

F
定
の
職

孔
を
次
の
と
お
り
拡
集
し
ま
す
。

マ
募
集
人
ロ
奥
山
代
職
締
(
下
表
)

と
b
打
・ト
れ
マ
必
要
帯
電
類

①
受

験
中
込
h
n
H
(

総
務
課
に
あ
り
ま
す
)
、

②
版
燃
内
お
よ
び
心
終
中
校
成
総
・
品

川
刀

(ぃM川一
校
庄
山
下
村
は
統
.
応
必
比
円

知
を
使
川
L
、
そ
の
他
の
人
に

つ
い

て
は
版
謄
川
は
総
務
ぷ
に
あ
る
む
の

を
似
川
)
、
@
資
斡
説
明
冷
ま
た
は
資

給
取
り
見
込
説
明
川
(山
町
}
、

④
位

川
切
下
添
付
の
内
・
3R
封
筒
(
介
符

述
総
川
。
あ
て
れ
を
記
入
)
マ
申

し
込
み

7
川

部
川
川
か

ら

8
月
幻

H
憎
ま
で
に
、
山
役
所
3
附
総
務
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

上
限
け
は
開
山
げ
で
す
。

し
し
ま
す
。

・
作
昂
展
示
期
間

ら
問
的
日
幽
ま
で

-
会
場

市
役
所
l
断
ロ
ビ

l
、
文

化
セ
ン
タ
ー
入
口
ホ

l
ル

叩
月
4
日
聞
か

長
野
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
の
作
昂

••• マ
応
募

資

格

次

の
6
部
門
。
①

1
部
・・・小
学

3
年
生
以
下
②
2
部
・.• 

ト
品-r
4
F
r
k
ユ
LLD
3
m削
・・・h
rリ
rr
父

J

・C
・
6

，丘

/

E

L

-F
LY
-
-
JA
r

E

A
-
L
R
I

D
-
--
E
D
4
3
γ
l
vFv，Jr
交
1
1
η，

UJパ寸
h
kv

パ
MU4
7
.
rい
付
?
と

t
t
lル
I
l
q

学
術

・
午
徒
⑤

5
部
・
:
一
般
⑥
バ

ソ

コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
・
:
小
学
校
の

-
問
い
合
わ
せ
総
務
諜

(内
線
1

2
0
2
1
1
2
0
1
)
 

児
童
以
上

マ
締
め
切
り

8
月
お

H
側

マ

問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
内

山町称

1
2
2
6
)

暴
力
追
放
運
動
に
使

う
ポ
ス
タ
ー
-
標
語

••• 働
長
野
県
以
前
力
追
放
県
民
セ
ン
タ

ー
で
は
、
次
に
よ
り
暴
力
追
放
通
勤

に
市
川
す
る
ポ
ス
タ
ー

-
椋
語
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
応
募
資
格
資
絡
は
問
い
ま
せ

ん

ご

般
の
部

・
学

引

の

部

)

マ

締
め
切
り

9
月
初
日
附

マ

送

付

先
干
細
長
野
市
大
字
市
長
野
6

9

側
長
野
県
暴
力
追
放
県
民

セ
ン
タ
ー
事

務

局

(
宮
0
2
6
2
@

2
1
4
0
)
 

ワ
hM
O
E
t
円

L

暴 力追放運動のポスター ・標語の応募 要領

応募基準 応募用紙 な ど

暴力団を許さな(，¥ <!.J臼3版 (51cmx ①応募作昂lま
ポ 暴力包を排除する 36cm)の画用紙 自作宋発表作

ス 窓識の高婦を県民 (@応募用紙1;枚に 晶に限る。

タ に訴えるもの っき1作品 I~，応募点数に

@i作昆の裏面に製 制限なし。

作意図を明記 ~rl乍昂には、
r住所、氏名、

(財)長野察暴力造 ①官製はがき 年齢、性別、軍軍
標 B賀県民センターが 匂応募用紙1枚に 業(学校名)、
行う r暴力団追放 っき何点でも可 電話番号」を

語
運動Jに使用する 明記(ポスタ

標語 ーは草壁面に)

織種 受験資格 試験日 科 目

事聖喜書

昭和43年4月i
28以降に生 ただし 教 聖書 説験

まれた人 -平成5年
専門試験

:4月1白
」現在、よ ト

!i 
昭和47ar4月田市民で 事実餐 Eま験
28以降に生ある人、
まれた人 または勉 適性試駿

-学などの

昭和46年4月ため一時 教事E鼠験

{呆(短
2日以鰐に生他市町村 9月19日目 専門試験

まれた人で、 に居住し 午前8時 i本湾試験

主程度大主
保母の資格がているが

受付開始
音楽試験

ある人(来年家族は上 「音楽l3月末臼まで田市民で 同8時30分 試験i草、後

a に取得見込み ある人 試験開始 日実施しま

の人を含む) す。

ト一一一一 ト一一ー

3語言草昭和初年4月 事主餐試験
2臼以降に笠:
まれた人 通勤可能 専門 E式験

な範囲に

土( :居住して

E重量霊
昭和47~手4月 ; いること 事担袋詰験
2日以降f:::生;
まれた人 電車門銭高責

-平成5年度上田市職員募集要項

いよいよ海水浴のシーズン。鰻眠不足や過労、飲酒のときは泳

がない。子どもから絶対目を磁さな1.¥。準備運動もしっカ、り。安全で楽しい海水浴を
16 7. 広報うえだ5.[9] 



-情報テーブル・

上回の花火大会

8月10日@に
千曲川河川敷よ空

にロマンの花が咲
き銭います。お楽

しみに。
(雨天の場合11日)

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
小
論
文
の
作
ロ
悶

••• 
長
肝
大
点
下
で
は
、
県
教
委
の
後
隠

そ
得
て
、
次
の
と
お
り
第
1
川
高
校

午
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
小
論
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
れ
が
集
し
ま
す
。

マ

応

募

資

格

県

内
の
尚
校
引

マ
原
稿
用
紙

4
0
0
下
読
め
印
刷

用
紙

3
1
5
枚
(
縦
舟
き
)
で
、
原
稿

は
.
附
に
秘
じ
、
別
紙
に
①
氏
名
②

高
校
名
・
科
夕
刊

・
学
年
③
住
所

・
屯

話
番
り
そ
記
入
マ
締
め
切
り

9

月

初

日

間

マ

応

募

先

〒

揃
ー
は

卜
ぃ
川
市
ド
之
郷
民
野
大
学
広
組
入

試
課
「
九
州
校
引
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験

小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
川
以
集
係

(
宮

@
2
3
8
6
)

mw
回
記
念
長
野
県
勤

労
者
美
術
展
の
作
昂

••• 
9
川
げ
日
闘
か
ら
川
町
内

4
会
場
で

.順
次
附
保
さ
れ
る
第
ゆ
川
民
軒
川
町
勤

労
者
美
術
凶
の
作
品
そ
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

マ
出
品
種
目
日
本
雨
、
洋
向
、

工
芸
、
持
道
、
写
真
マ
出
品
者
の

資
格
県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
勤

労
布

マ
申
し
込
み

8
月
刊
日
仰
、

内υ
t
l
AN
旬
、
内
J
l
I
n
u
-
-
・8
、子
''・
J
-
M
t
r
p
v
d

わ

l
M
M
2
1
0
ι
d
n
I
H
7
t
dl
z

所

(

岱

@
7
1
4
4
}

へ
巾
し
込
み

忽芝ち
から

被害を守ろう/
今年は暖冬の影響もあり、マイ

マイガの発生が見られます。マイ

マイガの幼虫は雑食性で、ナシ、

リンゴなどのほか、サクラやハン

ノキなど落葉性の樹木にもつきま

す。虫が多いと、完全な棄の数が

少なくなり、果実や妓の発育を慈

くします。そして一度大発生する

と、 2-3年続きます。
防除法としては、ディプテレッ

クス乳剤 (DE P乳剤)などの散

布が効果があります。薬剤の使用

については、害虫の犬小により異

なるので、農協または農薬庖の説

明、取手及い容をよく読んでくださ

b農林繰(内線1455) j 

ー-、• r と
同
時
に
船
人
し
、
山
口
m
判
1
、

0
0
円
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
第

2
学
期

(
問
月
開
始
)
の
学
生

••• 
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
れ
ん
℃
で
学
科
で
き
る
大
学

(
教
養
学
部
)
で
す
。
同
歳
以
上
、で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
む
人
午
、
て
き
、

-

科
日
で
も
山
下
べ
ま
す。

政
山
・
広
大
山
下
で
は
、
-
十
成
5
年
山
都

2
ハ-r則
入
山
下
の
山
下
引
を
拡
集
し
て
い

ま
す
。

マ
募
集
人
員
全
科
版
修
作
に

2

0

0
0
入
、
選
択
・
科

H
版
修
モ

6
0

0
0
人

マ

出

願

受

付

7
円
日

u

附
か
ら

8
日
目
M
M
m
ま
で

マ
募
集

要
項

は
が
き
ま
た
は
屯
話
で
「
干

制
下
柴
山
美
浜
以
作
集
2
|
け

・
g

o
J
3
(
2
7
6
)
5
1
1
1」

r 
d 

お
受
け
く
だ
さ
い
/

は
か
り
の
定
期
検
査

••• 
訂
以
総
合
恥
り
引
き
{
尚
品
の
必

口
、
運
送
、
医
薬
品
の
訓
剤
、
位
以

物
の
先
日
な
ど
)
に
仙
川
す
る
特
さ

ん
は
、
そ
の
計
抗
出
の
定
期
検
古
川
を

一
年
仁

一
度
受
検
す
る

こ

t
が
計
景

法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
計
日
誌
の
定
期
検
引
を
次

の
期
間
に
実
施
し
ま
す
(
刊
し
く
は

次
り
で
}。

-
検
査
期
間

8
川
口
川
川
1
9
円

;

l

d
 
除、

お
知
ら
せ
し
ま
す

A
闘
W

計
量
モ
ニ
タ
ー
の
調
査
結
果

市
で
は
、
消
日
生
活
物
資
の
流
通

過
院
に
お
け
る
い
州
品
川
川
口
に
勺
い
て
、

訂
以
ぷ
咋
酬
の
山
し
し
を
州
り
、
今
後
の

訂
以
行
政
に
一
以
川町ち
せ
る
た
め
、
一
市
川

悦
モ
ニ
タ
ー
ロ
ヤ
れ
を
安
則
L
て
い
¥
ま

す
。今
川
は
、
山
川
則
(
打
。
日
l

H
1
初

U
)
、
後
期
(
日
月
l
N
i
初
日
)
の

2
か
月
間
の
調
伐
材
川
市
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
(
左
表
)。

• 4年度計量モニターの蝿査結果

購入 正量 超過 不足
区分

個鍛 倍長虫 (96) 個以 (96) 個鍛 (96) 

涯昧鍾
1.016 637 62.4 116 Il.d 63 6.2 

袈Ie筒届

箇前針置
1 133.3 3 2 166.7 

商 昂

合計 1.019 839 62.3 117 11.5閃 6.2

〈
モ
ニ
タ
ー
の
感
想
〉

マ
商
品
川
瓜

U
に
刈
す
る
附
心
が
深
ま

り
、
ぃ
ぷ
1
4
H
M
ま
で
に
出
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

マ
ト
レ

l
、
ラ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
包

装
を
も
っ
と
簡
ぷ
化
す
べ

き
で
あ
る
。

マ
「
何
枚
入
」
「
何
例
入
」
な
ど
質
泣

いA
d
の
な
い
尚
品
が
あ
っ
た
。

-
問
い
合
わ
せ
尚
仁
川
州
(
内
線
1

1
0
3
)
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件数365(-2)/死者3(-5)/負傷者472(+4) 
< 6月末現在 ( )は昨年比〉上田市の交通事故発生状況



• 

日
円
闘
な
お
、
計
荒
川
市
が
初
台
以
上
あ
る

場
合
、
建
物
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ

る
場
合
、
ま
た
は
光
電
式
は
か
り
、

s
h
L
E花
鳥
怖
に
ま
‘
り

hソ自
.f
t

7
Kヌ
t
f
i
E
l
カ
r
v
d九「
/
1
i

ゆ
前
に
よ
り
出
張
検
背
も
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
「
所
在
場
所
検
古
永
認
巾

前
書
」
守
9
月
刊
円
胤
閉
ま
で
に
尚

.L

諜
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
定
の
受
検

u
e品
叫
し
す

る
か
た
は
、

8
月
日

日
附
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

問

い

合

わ

せ

耐

.1北

4
0
3
)
 

••• 
県
中
小
企
業
振
興
公
社
、
で
は
、
下

請
取
引
に
関
し
て
不
平

・
不
備
が
あ

っ
た
り
、
紛
争
が
生
じ
た
場
令
に
円

満
な
解
決
が
悶
れ
る
よ
う
な
相
談
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
下
請
取
引
の
あ
っ
せ

ん
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
峰

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
県
中
小
企
業
振
興

公
社
(
宮

0
2
6
2
@
4
5
6
0
)
、

商
工
謀
(
内
線
1
4
0
2
)

下
請
取
引
に
関
す
る

苦
情
な
ど
の
相
談
は

便利で確実な口座振替のご利用を

納期限は8月2日開)
・固定資産税

2期
(都市計画税)
・国民健康保険税 1期

合月
の
納税

(
内
線
1

相談名 日 時 会場など

g ) 11:3円(伶
法 律 相 百炎 13 : 30 -15 : ~)O m 
(子炉:}:1;11) 8月27十|樹 1空

午前邸 jÎ~ ~県
13 : 30 -15 : :30 lifr (削介3竹

人権・悩みごと相談
R円5U(i村

宮 1)'1*梨1:31¥9 B : Q()-l(i : 00 @ 
1) n 1211(村 4 

土地建物相談
B: 00ー1(): 00 。

農地問題相談
8) 1 2 H(}-J) 。IA業委1.'1会
8 : 30-17 : O() (本1)'合 21椛)

行 政 相 ð~ 
おn9 II()J) 

阿武デバー 卜
10: 00-15 : 00 

心配ごと栂談
毎週火JI伝11
j() : 00 -1 1) : 00 f:1:会幹，¥tll:協議会

i去 律 キ目 談
8 ) J 21 rI (1:) (宮@2025) 
10 : 00-11: 

法 律 栂 孟~~ 8 J 11示11(if¥) 
(日予JIIiリ) 1:{ : ~O -15 : ()O I ._IIH~J~会議所

保険年金相談
iJj.i1!!l JJ -令限11 (宮⑫ 1500)
9 : 00-16 : 00 

市 民 相 談 1Ji1¥1) 1 -金111<<11 11: i円sV立諜
消費生活相談 9 : 00-lCj : 00 (It，j )j::7 3 1椛)

児 章 キ自 談
11.i:;担)J-令IIlilll

役
~一世保育課

9 : 00 -1(; : 00 (ft~112000) 

母 子 相 談
毎週円~全JlJil11 )iJi. 児 IterÆ~ 行法

9 : 00 -.1 G : 00 ( l'、l線1():3(i)

f琢j!!!lrJ-1:J1ltl n * till f~~ -Fi 1長!
子育て 相談 ぉ:30-19 : :~O r~~ ，.守センタ ー

( l:ntll Il Lí12:~O) (ft @ :309(1) 

滞
納
処
分
に
よ
る
電

話
加
入
権
を
公
売
/

••• 
マ
と
き

0
0
月
凶
日

ω午
前
日
時

か
ら
川
時
刊
分
ま
で
(
説
明
は
午
前

9
時

品

分

よ

り

)

マ

と

こ

ろ

市

役
所
南
庁
舎

5
階
第
3
・
4
会
議
室

マ

方

法

競

争
入
札

マ
台
数

当
日
決
定

マ
入
札
参
加
者
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
り
、
本
人
が
お
い
て

く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
必

ず
本
人
自
筆
の
委
任
状
と
代
町
人
の

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

マ
そ

の

他

公

売

当
日
ま
で
に
滞
納
者
が

市
税
等
を
完
納
し
た
場
合
に
は
、
公

売
れ
乞
中
止
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ

収
税
謀
(
内
線
1
3
o
l
-
-

3
0
3
)
 

せ

「
行
方
不
明
の
人
を
捜

す
相
談
所
」
を
開
説

地 ・
す符 ・
4十l察 ・
古来 て。

所 lま
'-、

を
開 42
苧元
:ェ不
乙l早1
4 の
土人
九を

-開設相談所の日程と場所

と 事」 ところ

8月2日明)- .祭本昔日
F詰 31日以a 鑑識課

設 午前89寺30分 (長野市松代
相 ~午後5B寺 量産察機動セ
談 (休日と閉庁 ンター)
日除く) fi0262⑬9500 

相猿出3提

8月3自助 小害者.察署

午前9跨
~午後4時 ft0267@0I1O 

毎月曜~金曜/午前B跨30分~午後E時4日分(祝祭日除く)/総本自動車
保険講求相談センターfi0263⑮7790(お気軽にどうぞ)交通事故無料相談

16 7. 広報うえだ5.----a 

凋

qa-

凋
q
t
'.，E・・・



.t t.. ~ 

・井田伊城くん
(11か月・倉升)

r 1か月ほど前カ、ら歩くよ
うに。 1日じゅう、いたず
らばかりです。イチゴが大
好物」と母の恵子さん。

保健 診tt

訂正おわび

保健予防諜(内線 1374)

7月1日号で、表紙の通し番号に誤りがありました。
rNo.1131jを r1l30jに訂正しておわびします。

.8月の乳幼児健康診査

1>受付時間 いずれも午後111寺一 2n寺 1>持ち物

母子健康手l帳、パスタオノレ(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳6カ・月児)0 1蔵6か月児は、赤ちゃん手i販の 中

にある健康診査謀に記入してお持ちくださし、。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わりました。 また、視聴覚

検査のアンケー卜 も加わりましたので用紙をお送り し

ます。ご記入のうえ健康診査におmかけくださし、。

-保健センター(市役所南庁舎E階)

4珪 きnふ9 実施 11 生 if J1 日

円
8 )J 11 U 5 3. 16-3. 31 

4 カ‘
8 Jl251::1 5 .j . 1-..J. 15 

)ヲ
8月10卜l 4. 9. 16-9. 30 

10 力、
8月20LI -1 . 10. 1-10. 15 

1歳 6カ、J-J
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